









     「書くこと」の指導  ─ 一コマ漫画を使った創作の試み ─ 






















  ア 相手や目的に応じて題材を選び, 文章の形態や文体, 語句などを工夫して書くこと。 
  イ 論理の構成や展開を工夫し, 論拠に基づいて自分の考えを文章にまとめること。 
  ウ 対象を的確に説明したり描写したりするなど, 適切な表現の仕方を考えて書くこと。 
  エ 優れた表現に接してその条件を考えたり, 書いた文章について自己評価や相互評価を行った 
     りして, 自分の表現に役立てるとともに, ものの見方, 感じ方, 考え方を豊かにすること。 
（２）（１）に示す事項については，例えば，次のような言語活動を通して指導するものとする。 
  ア 情景や心情の描写を取り入れて, 詩歌をつくったり随筆などを書いたりすること。 
  イ 出典を明示して文章や図表などを引用し, 説明や意見などを書くこと。 
























 たとえば、『新編国語総合』（東京書籍 平成 24 年３月検定済 平成 26 年 2 月発行）では、「現代文
編」「古文編」「漢文編」と並び、「言語活動編」が設けられている。その中で「書くこと」がメインと
なっている教材は次の３つである。 
  ・「俳句をつくる」 ・「意見文を書く」 ・「通知文を書く」 
 また、『高等学校 国語総合』（明治書院 平成 24 年３月検定済 平成 25 年１月発行）では、「現代
文編・表現編」「古文編」「漢文編」という３本立てで、「現代文編・表現編」の中の最後に「12 表現」
という単元でまとめられている。その中で、「書くこと」に関する教材は次の３つである。 
  ・「手紙を書く 未来の私へ」   ・「読んだ本を紹介する この本がおすすめ！」 








 第１時  ……句会の開き方や俳句のきまり、表現方法を理解する。 
 第２〜３時 …題・テーマに沿って、俳句をつくる。 
 第４〜５時 …句会を開き、相互に評価する。 
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 第６時  ……句会の概要をまとめ、発表する。 
 『高等学校 国語総合』（明治書院 上述）の「創作する 新しい物語の世界」では、すでにある小
説をもとに脚本を作ったり、古典作品の一部分を取り上げ現代版に書き替えたり、といったことに取り
組ませている。いずれも、個人で書くだけでなく、相互評価をさせる、完成した脚本を元に実際に上演




















  起……本所横丁の糸屋の娘 
  承……姉は十八 妹は十六 
  転……諸国諸大名は弓矢で殺す 
  結……糸屋の娘は目で殺す 






















  ・字数は全体で 200〜400 字程度。１コマにつき 50 字から 100 字程度でまとめる。 
  ・段落が変わるところでは改行し、一字下げて書き始めるようにする。 
  ・漫画の中の台詞は、文章化するにあたり、原作どおりに使ってもいいし、多少変えても 














 ここでは、右記四コマ漫画「ののちゃん」2908（ ⓒいしいひさいち 朝




 １  のの子が「問題集できたよ」と嬉しそうな顔で歩いてくる。 
 ２  えらいなあと思ったら……くだらない。鼻に筆をさして習 
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   字を書いたという。 
 ３  おばあちゃんが隣でのの子を叱ってくれた。そう、ちゃんと問題集をやりなさい……。 
 ４  って、同レベルかい！ おばあちゃんが耳に筆をさして字を書き出した。ほんと呆れるわ。 
 
〈例２〉 
 １  「おかあさん できたよ！」元気な声で部屋へ飛び込んだのの子は、母にかけよった。その 
   手には問題集が握られている。「そうかいな」と返事をする母。 
 ２  見せられたのはいびつな「春」の字。のの子は鼻に筆をさして字を書いていたのだ。素直に 
   ほめたことを後悔した母は、先と同じせりふをやけくそ気味に放った。 
 ３  そこへ祖母が話に割り込む。 
   「のの子ッ！ そんなことでよろこんでたらあかんでッ！」 
   と言う祖母の言葉に期待を感じた母だったが……。 
 ４  次に見た光景は、やはり血は争えないということなのか。筆を耳に入れて字を書いている祖母 















 本稿では、『おーい たすけてくれ     秋 竜山の無人島まんが 1000 展     』Part１〜Part４(旺
























って長くても 40 分ほどでとにかく書き終えるよう指示する。 
 以下は、上記にあげた一コマ漫画をもとに学習者が創作した、二つの作品例である。（１〜４は段落） 
 
      丸太待ち 
 
１  暑い南の島で、男は丸太のイカダを待っていた。 
２  次から次へと、男たちが集まってきた。 
  「遅いなあ、いつやって来るんだ。」 
３  待てど暮らせど、イカダはやって来ない。 
  「おかしいぞ。」 
  男たちは騒ぎ始める。 
４  見れば、看板の裏にはイカダの作り方が載っている。 
  「そこにあるヤシの木をお使い下さい」 
 
      常識 
 
１  この島に常識はない。 
２  私がこの島にたどり着いた時、すでに三人の男がいた。この島にはヤシの木と、丸太の 
  絵が書かれたバス停のようなものがあるだけだった。男たちは国籍もバラバラで、お互い 
  の習慣や常識も違っていた。が、一つだけ、ここでの常識というかマナーがあった。それ 
  は、一列に並び、脱出用の丸太が来た時には、慌てず先頭の者から脱出していくというこ 
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  とだ。 
３  そんなある日、ついに丸太がこの島に流れ着いた。今まで微動だにしなかった先頭の男 
  が目を輝かせ、唯一の食料である魚を手に取り、丸太に手をかけようとした。 
４  その時である。後ろから聞いたことのない声が聞こえてきた。 
  「私が最初のはずだろう！ もうずっと待っているのだから。」 












  ・一グループ四人で円陣を作り、四人全員がそれぞれ原稿用紙を持って、まず書き出しか 
   ら一段落目を作成する。文字数は一段落につき 100〜200 字程度。一段落目が書き終わっ 
   たら一斉に隣の人に回す。 
  ・受け取った人はその場で前の人が書いた一段落目の部分を読み、10〜15 分の持ち時間で 
   続きの二段落目を書き、また一斉に隣の人に回す。これを四段落まで繰り返す。 










































・『高等学校学習指導要領解説 国語編』文部科学省（教育出版株式会社 平成 22 年） 
・『新編国語総合 指導資料』（東京書籍） 
・『高等学校国語総合 指導資料セット』（明治書院 平成 25 年） 
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